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第 1 部　総　論 

第 1 章　交通安全計画の策定 

 

1　計画策定の趣旨 

交通安全施策の推進に際しては、人命尊重の理念のもとに、交通事故ゼ

ロ、そして、交通死亡事故ゼロを目指し、交通事故の実態に対応した様々

な施策を展開し交通事故の抑止が図られるよう、交通安全対策を総合的か

つ効果的に推進する必要があります。 

このような観点から、本計画は、第 11 次埼玉県交通安全計画との整合性

を図るとともに、現在策定中の第 12 次埼玉県交通安全計画に基づいて、本

町の交通事故実態等を踏まえた施策を総合的に推進するため策定するもの

です。 

なお、本計画に位置付けた施策は多岐に渡るものであり、相互に密接な

関係を有していることから、関係行政機関や交通関係団体、そして町民と

の相互連携を図り推進することで、交通死亡事故を含む交通事故全体の撲

滅を目指すものです。 

 

2　計画の位置づけ 

本計画は、交通安全対策基本法第 26 条第 1項の規定に基づき、「第 11 次

埼玉県交通安全計画」及び、現在策定中の「第 12 次埼玉県交通安全計画」

を指針として策定したものであり、町、町民、地域活動団体、関係行政機関

及び交通関係団体が実施する施策の大綱を定めたものであり、町の交通安

全施策の指針となるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     ※策定は任意 

 

鳩山町交通安全計画の位置づけ

第11・12次交通安全基本計画 

（交通安全対策基本法第22条）

第11・12次埼玉県交通安全計画 

（交通安全対策基本法第25条）

第6次鳩山町総合計画

鳩山町交通安全計画 

（交通安全対策基本法第 26 条）

その他の配慮 

すべき計画
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3　計画の期間 

本計画の期間は、令和 8年度（2026 年度）から令和 12 年度（2030 年度）

までの 5年間とします。 

 

　4　SDG's（持続可能な開発目標）の取り組み 

持続可能な開発目標（SDG'ｓ：Sustainable Development Goals）とは、

2015 年（平成 27 年）9月の国際サミットで加盟国の全会一致で採択されま

した。 

これは、「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」に記載された、2030

年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。 

SDGｓは、17 のゴール（目標）と 169 のターゲットから構成されていま

す。 

このうち、「ゴール（目標）3　すべての人に健康と福祉を」では、ターゲ

ット 6として「2030 年までに、世界の道路交通事故による死傷者を半減さ

せる。」としています。 

このことから「第 12 次鳩山町交通安全計画」は、この目標の達成に向け

て引き続き取り組みます。  


